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「生野みんなの家」さんのご厚意でお借りしているヨルダンひろば。
子どもたちが自由に遊べる場所を提供いただき、感謝しています。
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はじめに

もくじ
5 年前の 5 月 24 日 ｡ ニュースで流れた ､ 母子が餓死し一部白骨化されて発見された悲惨な事件をきっかけに CPAO は活動を始めまし

た ｡ 当初は現・徳丸代表のもと ､子ども・福祉関係の仲間が集まり活動を進めていました ｡ その後 ､ 設立フォーラムに参加した私はこの
問題にショックを受け ､そこからは色々な講演や勉強会 ､子ども関係のボランティアに参加しながら ､ 自分にはいったい何ができるのか ?
を模索しました ｡

｢ ○○ができます ､もしよろしければ ｡｣｢ □□持っています ､いつでもご遠慮なく ｡｣ そうやって自分の引き出しをすべてさらけ出しなが
ら ､ 使ってもらえたらラッキーとばかりに ､今思えば ､ 活動におけるひとつひとつの判断や選択の重要性まで理解が至らず ､それはそれは
頭も悪く､ 効率の悪いことばかりを提示していたと ､今振り返ると恥ずかしいことばかりでした ｡でも ､そういう毎回の反省や気付きから ､
少しずつ ､ 本当に必要なチカラへと修正を重ねながら少しは進んでこれたのかと思います ｡

早 5 年 ｡ 今では CPAO は自分の生きる場所になっています ｡
｢ 何かできることはありませんか ?｣
これは ､ 活動への参加を希望される方からよく聞く言葉です ｡でも答えは難しい ｡ それはいまだに私自身が模索しているからです ｡
端的には ､ お金があればお金を ､ 時間があれば時間を投資してください ､と伝えています ｡でも ､子どもたち自身の育ちゆくチカラをサ

ポートするのに正解などありません ｡ 子どもたちと一緒になって大人も悩みながら ､ 問題ごとに全力でやっていくしかないのでしょう ｡ だ
から今までも ､ またこれからも ､ ひたすらにそれを目指してもがいていく覚悟でいます ｡

活動はどんくさくても ､その思いに共感してくださる方のご支援を得て ､ 託してくださるその思いに応えるためにも ､ またまずは 1 年 ､そ
してまた 1 年と ､子どもたちが自由に育つ環境作りをこれからも楽しみながら進めて参ります ｡

これからもどうぞよろしくお願いいたします ｡
CPAO 事務局長 兼松徹

 
 

2017 年 6 月からスタッフとして携わるようになり約 1 年 ､ 週 3 回の活動の中でたくさんのものを見てきました ｡ 子どもたちの姿はもちろ
んのこと ､つながり続けてくださるたくさんの方々の温かい気持ちを見続け ､ 自らの変化にもつながった 1 年だと感じます ｡

日々の活動ではみなで温かい食事を囲み ､ 笑い声は絶えず響き ､ 連休になれば少し遠出をし ､いつもとは違う 1 日を過ごして ､その中
で子どもたち自身が成長しているのを確かに実感できています ｡ 少し前はなにもできなくても  

今回はやろうとする姿勢 ､ 達成できたときの全身を使った喜びの表現 ､ 大人の予想を越えた面白いアイデア､どれも学ばされてばかりで
す｡

そんな子どもたちのことを考えご協力くださる方々 ､その方たちはみなさま温かい気持ちをもって子どもたちに接してくださり ､ 自分がで
きることならとご協力くださっている方々ばかりで ､もしも自分が同じ立場であれば同じことができるだろうかと考えさせられ ､ 尊敬と感謝
の気持ちを抱くばかりです ｡

誰かが困っていたら ､ 自分ができることで助け合っていく ｡ それは誰もが教わってきたはずのこと ､ですが実際にそれができる大人がど
れだけいるのでしょうか ｡ 子どもたちはみな助け ､ 助けられながら ､ 自らで考え自らの居場所を作っていました ｡ 一人ひとり違うものを抱
えながらも ､それでも毎日を必死に生きています ｡ そこに可哀想な子はいませんでした ｡ 子どもたちを見守ってくださる方々 ､子どもたちが
お腹をすかせず ､ 明日を楽しみにできるように ､ 自分にはなにができるのか ､ なにをするべきなのかと日々 ､ 自問しながら少しでも子ども
たちのニーズに応えていけるようにこれからもスタッフとして尽力していきます ｡

CPAO スタッフ 吉永由紀子

 ｢ 最後に行って ､ 話してみようと思って ｣
先日 ､ あるシングルマザーの方が ､CPAO の拠点たつみファクトリーでそう話してくれました ｡ 子どもたちはまだ小さく､ 一人ひとり問題を

抱え ､ ご自身も体調を崩し ､ ダメ押しに ､ 家まで引っ越しをよぎなくされ ､ どこから手を付けていいのかわからず ､ 頭は真っ白…｡ 何度も何
度も死のうと思ったそうです ｡

でも ､ お子さんを連れ ､CPAO に声をあげてくださった ｡
｢ 生きているだけで ､いいです ｡ 本当によかった ｡｣
｢ なんとかなりますよ ｡ 一緒に ､ 一つずつやっていきましょう ｡｣ と伝えました ｡
 
｢ 助けて !｣ って言ってもええねんで
活動を始め 5 年が過ぎました ｡2013 年 5 月 24 日 ､ 大阪市北区の天満で起きた母子の変死事件の翌日から活動を始めました ｡｢ 風化さ

せない ､ 悲劇を繰り返したくない ｣ という思いで ､ 団体のドメインは ｢cpao0524｣ です ｡
この事件を知り団体を立ち上げるときに ､ 仲間と話しました ｡｢ この亡くなってしまったお母さんが信頼し ､ 声をあげてくれた ､そんな存

在になろう ｡｣
まだ活動は 5 年とも言えますが ､これまでをふり返ると ､ 本当に色んなことがありました ｡ あれからもたくさんの悲劇が繰り返され ､答え

もなく ､ 言えない ､できないことばかりが募りますが ､ 辞めようと思ったことはありません ｡ 何度も何度もたくさんのことを乗り越え ､ 制度
外の自主事業の活動をここまで続けてこられたのは ､ 一緒に活動してくれる子どもたち ､ 保護者のみなさま ､ スタッフ ､ ボランティアの方々
や ､ 応援し ､ 様々なかたちでサポートしてくださる ､ 心あるたくさんの方々のおかげです ､ ほんとうに感謝いたします ｡

走りながら考え続ける ､ 希望はある
全力で続けてきたから見えてきたことがあります ｡ だからこそ ､ これからも出会った目の前の子どもたちとの 1 日 1 日を大切に積み重ね

ながら ､子どもたちの夢や希望につながるような ､さらに ､面白いことをやっていきたいと思います｡｢世のなか ､捨てたもんじゃない｣､ 応援・
サポートくださる心あるみなさまの存在が ､子どもたちの希望です ｡ これからも子どもたちの育ちを共にサポートくださいますよう ､ 引き続
きどうぞよろしくお願いいたします ｡

CPAO 代表 徳丸ゆき子
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ごはん会 宅食回数 相談件数
254 回 

（約 5080 食）
14 回 

（約 560 人） 588 件
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■■■　CPAO くらぶ / ごはん会・部活・遠足・お泊まり会　■■■
 ・ピアノ部　・はたけ部 @ はしもと里山学校 & はしもとブランチ　・ギター部 
 ・スイーツ部　・クッキンク部　・シネマ部　・柔道部
■■■　宅食　■■■ 
・宅食回数 14 回 ( 約 560 人 ) ・お弁当や総菜、食材をスタッフが各ご自宅まで配達
■■■　緊急・相談サポート　■■■ 
・ショートステイ:1 泊 2 日× 8 人・2 泊 3 日× 1 家族・40 日× 1 人
・相談件数 588 件 ( 面談・電話・SNS →行政・司法への同行サポート・コーディネートなど )  
■■■　協働事業 / 生野子育ち社会化研究会　■■■ 
・協働事業 生野子育ち社会化研究会：生野区に暮らす子どもたちや家庭の実態を可視化し、待ったなしの子どもたちにより有効な支援を　
進めていくため、「調査」、「研究」、「実践」、「評価」、「モデル事業」、「政策提言」を行う、「生野子育ち社会化研究会」を発足し、子ども
たちや家庭の課題を解決していくための活動を行っています。
構成メンバー：本活動趣旨に賛同し、本活動に参画する、実践者・団体、研究者等有志
■■■　政策提言 : 大阪市長案に関する意見書　■■■
｢ 大阪市教育研究会 ｣
11 月 29 日　｢ 大阪市子どもの生活に関する実態調査報告書 ｣ に関する大阪市への陳情
12 月 11 日 　緊急声明 - 大阪子どもの貧困アクショングループ

2017 年活動報告 : マンスリーレポート

2017 年活動報告：各プロジェクト
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・2016 年 12 月 25 日～ 8 日　スプリングスクール
・2016 年 12 月 30 日～ 2 日 　年末年始ツアー @ たつみファクトリー
・2016 年 12 月 25 日～ 1 月 8 日　ウィンタースクール
　　　　　　　　　( 冬休み期間・通常活動 + ランチ提供 )

・2016 年 12 月 30 日～ 2017 年 1 月 2 日　年末年始ツアー 
・23 日　生野子育ち社会化研究会会議 

・11 日　遠足 ( わっはっはさん主催わかめ採りイベント )
・20 日 　生野子育ち社会化研究会キックオフフォーラム
・20 日～ 4 月 8 日　スプリングスクール
　　　　　　　　　( 春休み期間・通常活動 + ランチ提供 )
・27 日　進級・進学・就職祝いイベント
・29 日　遠足 @ はしもと里山学校 ( 山菜取り & ピクニック )

・   3 日～ 5 日　GW お泊まり会 / はしもと里山学校
　　　　　　( どろんこオリンピック ) 主催

・    6 日 　遠足 ( タケノコ堀 &BBQ)/
　　　　　　特定非営利活動人 フェリスモンテ主催

・    8 日　生野子育ち社会化研究会会議
・17 日　CPAO 地域協働作戦会議
 ・21 日　遠足 / はしもと里山学校 ( 火起こし・川遊び・焼き芋 )

・25 日～ 8 月 25 日　サマースクール
　　　　　　　　　　( 夏休み期間・通常活動 + ランチ )

・   1 日　生野子育ち社会化研究会会議
・   2 日～ 3 日　キャンプ @ 橋本市 / 和歌山県
・16 日～ 17 日　お泊まり会 @ たつみファクトリー

・   4 日　遠足 ( たかはしななさん /CPAO アートディレクター個展見学
　　　　　　& 大阪市立科学館見学 )

・   5 日　第 1 回 農×都連携・里山留学発足会
・11 日～ 12 日　はしもとブランチお泊まり会 ( 海釣り )
・16 日　生野子育ち社会化研究会会議
・26 日　生野子育ち社会化研究会公開イベント
　　　　( 大阪市東成区区民センター )
・29 日　大阪教育研究会・大阪市への陳情 ( 大阪市役所 )

・    6 日　遠足 @ 橋本市 ( イノシシ肉 BBQ・竹の切り出し ) 
・13 日　生野子育ち社会化研究会会議 
・25 日 　進級・進学・就職祝い

・4 日　遠足 ( なにわ人形芝居フェスティバル・三帰会
　　　　　　おてらおやつクラブさまよりチケット提供 ) 
・5 日　 株式会社海翔さんによるお寿司ランチ会
　　　　& ぶつぶつ交換会

・10 日　CPAO4 周年記念イベント
・15 日　ギリさんのヨガ教室 & インド料理の会
・17 日～ 18 日　キャンプ @ はしもと里山学校
　　　　　　　　( ホタル観賞会 & 田植え体験 )
・26 日　生野子育ち社会化研究会会議

・2 日　 東部市場祭り参加 
・3 日～ 9 日　サマーツアー

・   1 日　はしもとブランチオープン / 支部 ( 和歌山県橋本市 )
・   5 日　音楽ライブ参加 @ 生野聖和教会
・14 日～ 15 日　お泊まり会 @ たつみファクトリー

・    2 日～ 3 日 　公益財団法人あすのばイベント参加・高校生
　　　　　　　( 国立オリンピック記念青少年センター / 東京 )

・    3 日　遠足 / はしもと里山学校 ( サンマ・新米祭り )
・13 日　CPAO 地域サポーター会議
・23 日　クリスマス会 @ たつみファクトリー
・25 日～ 2018 年 1 月 8 日　ウィンタースクール
　　　　　　　　　　( 冬休み期間・通常活動 + ランチ提供 )
・29 日～ 2018 年 1 月 2 日　年末年始ツアー @ はしもとブランチ

2017 年数字で見る活動報告

活動コメント

 
 
 
 

・お泊まり会 25 日 　 ・ブロク発信回数 142 回　・講演 62 回 ( 今年は宿泊を伴う地方講演はお断りすることが多かった )
・ボランティア 延べ 380 人 ､1513 時間　・寄付者 559 名　・物資提供者 68 名

 2017 年度は、昨年度、拠点の整備をしたことやスタッフを 1 名から 2.5 人に増やしたことで、部活や遠足、お泊まり会といった子ど
もたちのニーズに、より応えることができた。また病院・保育園・保護観察所・子育て支援団体といった、近隣地域から子ども、親子
をつなげてくださることが増え、受け入れることができた。緊急以外の宅食もできるだけ、スタッフが直接届け、より顔が見える関係
を築くことにチカラをいれた。そのため、スタッフが変化に早く気づいたり、保護者や子どもが声をあげやすくなるといった効果が見
られた。

■　通常活動として、週 4 日の宿題カフェとごはん会・月に 1 度の遠足やお泊まり会を実施できました。
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3 月 28 日貧困対策の未来を考える ( 生野子育ち社会化研究会 3/20 イベント )/ しんぶん赤旗 記事
3 月『おおさかの学童保育 - 時代を掴む』/ 大阪学童保育連絡協議会 寄稿
4 月 1 日大阪府貧困調査 親の心身に影響 / 毎日新聞 コメント掲載
4 月 7 日 『生活保護のリアル』・子どもの貧困解消を目指す ｢ 子ども食堂 ｣ ブームに欠けた視点 / ダイアモンドオンライン
5 月 28 日 ｢In Japan, single mothers struggle with poverty and a ‘culture of shame’ ｣/ ワシントンポスト・記事
6 月号『月刊ヒューマンライツ』・｢ 社会で子育て ｣ が当たり前の世の中にするために / 部落解放・人権研究所 寄稿
6 月号 子育てを社会のちからで・新聞うずみ火
7 月号『大阪の社会福祉』第 746 号・毎日のように届く SOS に寄り添って / 大阪市社会福祉協議会
7 月号『季刊発達』151 号・大阪子どもの貧困アクショングループの挑戦 / ミネルヴァ書房 寄稿
8 月 1 日 ｢ 自由なラジオ Ligh up ! ｣018 回 ｢ なぜ子どもの貧困は起こるのか ?｣・ラジオ出演
9 月『人生と社会を変える 根っこ力 政策提言・社会起業・市民活動』/NPO 法人一新塾 森嶋伸夫著 寄稿
9 月 4 日『生活保護のリアル』・｢ 子どもの貧困 ｣ の暗闇に地方議員は灯りを灯すことができるか ?/ ダイアモンドオンライン・記事
9 月 26 日 ｢ 解散表明 疑惑逃亡解散だ 森友・加計 ､ 支持者も落胆 / 毎日新聞 コメント掲載
10 月号『月刊教育』・子ども食堂ブームを超えて / かもがわ出版 寄稿
10 月 16 日 ｢ 子の暮らし支援未熟 ｣/ 読売新聞 記事
12 月 13 日『児童虐待から考える』杉山春さん著 / 朝日新書・第 5 章活動紹介
12 月 15 日もう限界 ! シングルマザー家庭に鳴り響く 生活保護削減の足音 / 生活保護のリアル・ダイアモンドオンライン 記事

『月刊福祉のひろば』(12 回 ) 連載中

2017 年メディア掲載・寄稿情報 子どもの声

2017 年 CPAO 作成物

◇ニュースレター ( 季刊 )4 回
◇カレンダー 
◇つながる大阪連載 (Diggin’ CPAO で刊行予定 )
1 回 : ものの始まり ､ みな大阪
2 回 : どんな人にも医療を届けたい 大阪慈恵病院
3 回 : シャープ特選工業 シャーフ ､もう一つの歴史 - 障がい者雇用の先がけ
第 3 回番外編 文化先進の地 ､ 大阪をつくったーークラブ化粧品とプラトン社
4 回 : 生野よいとこ 田島のめがね——眼鏡レンズ産業発祥の地 生野区田島 
5 回 : 世界初の障がい者スポーツセンター - 大阪市身体障碍者スポーツセンター
6 回 : 生野―聴覚支援の豊かな歴史 舎利寺伝説に ､そのルーツを想う
7 回 : 全国に先駆けて小学校をつくった村―渡辺村
8 回 : 碑に刻まれた世界のクボタの ｢ 原点 ｣—久保田権四郎と徳風小学校  
9 回 : 視覚障がい者支援からはじまったーロート製薬
10 回 : 人は なさけの したにすむ ―｢ 児童福祉の父 ｣ 石井十次の大阪事業 ( 上 ) 
11 回 : 人は なさけの したにすむ —｢ 児童福祉の父 ｣ 石井十次の大阪事業 ( 下 )
12 回 : 夜間中学の希望のあかり ( 上 ) 
13 回 : 夜間中学の希望のあかり ( 下 )

◇もっと CPAO でやってみたいこと
•	 山のぼり (景色がきれいなところに行きたいから)
•	 遠足/はちべえのおうち ( 保護犬活動をしている方々がワンちゃんと訪問してくださいました ! 次は会いに伺わせていただきます )
•	 川遊び ( 夏休みに行った新宮市での川遊びが楽しかったようです )
•	 落ち着くからブランチでもっと泊まりたい ( 家はうるさいし ､ごちゃごちゃしてて落ち着かないでそうです )
•	 ごはん作るのもっとやりたい ( 野菜を切るのが大好きです )
•	 レゴとかも面白いけど､もっと何か自分でつくってみたい
•	 思いっきりみんなで楽しみたい
•	 イベントで｢だしもの｣もっとやりたい
•	 音楽もっとやりたい・もっと遠くに行ってみたい ( 地方にも行ってみたいようです )
•	 あべのハルカスの上に行ってみたい ( クラスメートはみな上ったことがあるけど ､自分はまだだからだそうです )
•	 狭いところでギューギュー詰めになりたい
•	 洗濯たたむのしたい ( 家ではお手伝いさせてもらえないからだそうです )
•	 もっとお泊まりしたい､みんなとお泊まりするのうれしい ( 一人っ子でお母さんが忙しく､ 家では一人退屈しているそうです )

◇楽しいこと
•	 最近学校楽しくなってきた､友達けっこうできてきた!( どんなやり方でも勝ったらいいんや｣とどこでもメチャクチャやっていた子で

したが ､ 誰も遊んでくれなくなり ､｢ 勝って負けてるんちゃうか ?｣とスタッフが声がけしたところから変わっていきました ! 子どもってすご
いですね )

•	 保育園楽しい､うつし絵とか､牛乳飲んだり､リレーの練習したり面白い ( 今年から保育園に通い始めて､毎日新しいことの連
続でワクワクしているのが伝わります )

•	 CPAO 楽しい｡なわとびしたり､お泊まり好き､みんなとおるの楽しい ( 今年 ､ 里親さんのところから親元に帰ってきて､春か
ら CPAO　に来てくれるようになった子です､ 気に入ってくれてこちらもうれしいです )

•	 (学校の) 休み時間好き､ドッチ (ボール)とかおにご(おにごっこ )とかいつもしてる

☆いやなこと・困ってること
•	 勉強も学校も面白くない｡休み時間もっと長くして欲しい ( 勉強にまったくついていけず､ 授業中とってもヒマだそうです )
•	 忘れ物してすごく怒られてる・学校行きたくない､CPAO に毎日行きたい
•	 お母さんがヘン｡ずっとスマフォばっかり見てる・ママがまったく遊んでくれへん
•	 もっといっぱい毎日食べたい
•	 ごはん食べるの遅くて学校で怒られてる｡もっと早くなりたい
•	 家で録画できへんから DVD の機械欲しい
•	 たたいてくるやつがおるから学校イヤ､先生も親も言っても何もしてくれへん



子どもたちが一年を通して経験してきたものを、カレンダーやニュースレターなどでみなさまにお伝えできるのは楽しみでなりませ
ん。子どもたちも、日頃のごはん会や CPAO くらぶでお世話になっている方々へのお礼の気持ちで、一生懸命考えて絵を描いてく
れています。しかし、ご指摘の通り、その製作における印刷代や郵送代にはどうしてもコストがかかってしまうこともあり、現在、
ニュースレターはデータ化してメールで送らせていただくようになりました。メールアドレスが不明だったり、受取設定により、どう
しても届けられない方もいますので、もしご入用の方がいらっしゃいましたら、ご遠慮なく下記アドレスまでお問い合わせください。
member@cpao0524.org　（担当：兼松）

私どもの活動は、制度の枠からも漏れたり、より生きづらい環境での生活を強いられている子どもたちにつながることが少なくありません。そのような場合、一般には普通とされているような経験さえも乏
しかったり、想像を超えるような現実と向き合うことも少なくありません。
そのひとつひとつの活動は、子どもたちが自らやりたい！と発信してくれるものに、おとなが「子どもだからこれぐらいでいいだろう」という対応をせず、どこまでも真剣に一個の人間と向き合う対応をして
いくことで、そこに初めて「おとななんて信じない」と言っていた子どもたちの見方が変わるきっかけがあると信じています。そしてその先に、おとなや社会への不信感を軽減し、「信じられるおとなもいる。
社会もまだあきらめなくていいんだ」と感じてもらえるようになってもらいたいと期待しています。そのため、活動の詳細につきましては、それぞれ個別で深い関係性におけるやり取りにもなりますので、
多数の方に見ていただく Facebook の投稿やニュースレター、活動報告書ではお伝えしにくい内容になってしまいますことが現状です。どうかご理解くださりますと幸いです。

申し訳ございません。ご期待にそえるような対応ができていなかったのですね。
私どもの活動も、「まずは、ごはん！」のモットー通り、まずは目の前の子どもたちのニーズにどう応えられるのか、を最優先に判断して動いております。それが食事提供から始まることが多いですが、言葉通り、

「まずは」という取り組みなので、お腹を満たせばそれで終わりといかず、そこから次はそれぞれの子どもたちが何を必要としているのか？を、その関係性の中から見つけ出しては、やってみよう！と取り組み、
また反省や修正を繰り返しながら、できることを少しずつ試してきました。しかし、ひとつひとつの問題に寄り添いつづけると、やりたいことは増えるいっぽうで、スタッフの人員不足は否めません。準備
で夜遅くまで走り回ったり、活動自体も個別に対応したり、お泊りなどの回数も増えていくと、どうしても現場優先となるため、事務系統の、例えばご寄付いただいている方への返信がどうしても数日遅れ
てしまうような弱さも正直でてきてしまっておりました。でもそういったことを少しでも減らしていきたいと、このたび認定 NPO 法人を取得したことからも、ご支援くださる方々には個別で機会を設け、必
要な支援・協力の内容も具体的にお伝えしながら、さらなる体制強化を図っていきたいと考えておりますので、今後ともどうかよろしくお願いいたします .

テレビや新聞、ラジオなどのメディア-------------------27%
ソーシャルメディア-------------------------------------------13%

（他団体主催の）CPAO のスタッフによる講演---------- 9%
CPAO の勉強会や報告会などのイベント----------------- 8%
インターネット検索------------------------------------------- 6%
口コミ----------------------------------------------------------- 4%

1 年未満------------------------------------------------------- 11%
1 年以上〜２年-----------------------------------------------36%
2 年以上〜３年-----------------------------------------------36%
3 年以上〜 4 年----------------------------------------------13%
4 年以上〜 5 年----------------------------------------------- 5%

ごはん会-------------------------------------------------------58%
緊急サポート-------------------------------------------------- 11%
部活-------------------------------------------------------------- 5%
誕生日会や季節のイベント--------------------------------- 5%
宅食-------------------------------------------------------------- 4%
はしもと里山学校--------------------------------------------- 3%
政策提言-------------------------------------------------------- 3%
その他----------------------------------------------------------12%

11%

58%

11%
5%

5%

4%
3%

3% 12%

36%

36%

13%
5%
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特集 : ご支援いただいている方々の声 / 支援者アンケートより

① CPAO をどこでお知りになりましたか？　　76 件の回答

⑤ CPAO に、ご支援・ご協力くださる理由を教えてください。　66 件の回答

⑩その他、CPAO についてご自由に記入してください。　　44 件の回答

② CPAO にご支援・ご協力をいただいている期間はどれに該当しますか？　　76 件の回答

③ CPAO の活動で、一番気に入っているものは何ですか？　　76 件の回答

・いつまでも続いてほしい。
・認定 NPO 法人になれるよう応援しています！
・頑張ってください。
・今後のこ " 発展を祈念致しております
・みんなで応援していますので、入り用時の寄付要請など、ご遠慮なく。
・経費削減の為、書類やカレンダーは希望者のみでいいと思います。
・「支援の犬」とならないことは、特に日本では難しいようです。指導するのでなく、批判するのでなく、まず一人ずつ助けてほしいことは微細に違っていることをそのまま認めながらそれらに合わせて出来
ることを広げていこうとする CPAO スタッフが大好きです。ずっと応援しています。
・いつもありがとうございます。
・一度、見に行きたいと思って居るのですが、皆さんの邪魔をするだけになりそうで、シーパオ通信がとても嬉しいです。
・CPAO の活動に敬意を感じます。子どもを気にかけ、ケアする大人が一人でもふえること、願います。
・子供たちにとって、心地良い思い出となる環境作りに御尽力くださることを希望します。
・あまり手を広げず、基本的なことに集中して、末永く活動していただけたらと思います。私も年金生活者になったので、多くのことはできませんが、できる限り応援したいです。
・本当なら大坂へ行きたいと思っています。息子が春まで交野の高校で寮生活をしていたので。でも仕事との兼ね合いがうまく行かず、大坂には 3 年間で一度しか行けませんでした。
・活動に感謝しています。これからも応援します。
・大阪は特に貧困が多いと聞いています。私が住んでいるのは広島県で 、 どの程度の人が、子供が、貧困で苦しんでいるのか情報がほとんどありません。 CPAO さんの様な活動をされている団体も 広島
では聞いたことがありません。大阪だけでなく こういう活動する団体がもっともっと増えて欲しいと思っていま
・微力ですが、応援しています。
・ご活動を陰ながら応援させて頂きます。みなさま体調を崩すことなく心穏やかに子供たちと過ごせることを祈っております。
・ニュースレターがメルマガに置き換わるのであれば、「こういう手伝いが欲しい」というのを知りたい。
・寄付ぐらいしか出来ませんが応援しております。
・今後とも変わらずよろしくお願い致します。
・「まずは、ごはん！」本当にその通りだと思います。大人だって子どもだって、活力も気力もまずはそこからと思っています。食事はもちろん、家族のような親戚のような大人や子ども達に会える居場所が
そこにある、その時間や記憶は、きっと子どもたちの根っことして、生きる力になっていくんだと思います。スタッフの皆さまのたくさんのご尽力にいつも頭が下がる思いです。どうぞ体調に気を付けて、こ
れからも温かい時間をもてますようにがんばってください。
・更なるご活躍を祈っています
・もう年令も重ねております。体力的に協力する事は難しいので、金銭面で少しでも協力できればと思っています。
・ニュースレターをたのしみにしています。経費がかかることは承知していますが、知人に「子供食堂」がどんなもので、どのような活動をしているところなのかを紹介したいとき、便利なので引き続き郵便
で受け取りたいと思っています。
・カレンダーの写真や絵はきれいでしたが、これはネットで充分。カレンダーは残念ながら使う場所がなく捨ててしまいました。
・子供の SOS をキャッチして下さい。特に大人しい子供や明るくふるまう子供の SOS
・今までの活動自体にはもちろん、このような活動の先駆けとしての意義がとても大きいと思います。多くの人の意識を刺激し、支援の輪があちらこちらに生まれました。ありがたいことです。
・今月で毎月寄付支援やめました。理由は兼松さんの対応です。無意味な毎月定型文のメール出す時間あったら、寄付者からの問い合わせに答えて下さい。フードバンク関西さんの支援内容と比較し、今
後は一年分一括して振り込むから決定します。この回答が他の方に共有されるかは疑問ですが

・素晴らしい活動をされていることに感謝しております。続けられる限り支援したいと思っています。
・寄付をした際に、その領収書を送って頂きたい。NPO 法人取得後は特におねがいしたいです。銀行の送金の記録はあっても、CPAO からの領収書が欲しいです。
・日々、献身的に活動しておられる様子に頭が下がります。スマホを持たず、パソコンメールも苦手です。賛助会員申込のメール、トライしました。パソコンは夫が管理しており、メール送信に設定がなさ
れていました。ニュースレター配信を見ることはできますが、スムーズでない場合もあります。
連絡できる電話番号や FAX 番号はありますか？あまり利用することはないかと思いますが…。
・メールアドレスは携帯しかありませんので、次回よりお米を送った時にハガキを入れますので（着いた」だけの連絡を下さい。電話は不在の時もありますので。私の作ったお米が子ども達のお腹に入った
という確認だけでいいですから、よろしくお願いします。
・公的機関は公平が基本であるため、どうしても行き届かない部分があると思う。それを少しでも民間の力でカバーするよう活動されてて、頭が下がる思いで拝見しております。これからも応援してますので、
頑張って下さい。
・これからも細々と、応援を続けます
・スタッフの皆さんに、心より敬意を表します
・ニューズレターやカレンダーをいつもありがとうございます。職場に飾り、さりげなくアピールするようにしています。今後紙媒体の送付がなくなるのは寂しいですが、子どもたちへの支援を第一にという
のは納得なので、ぜひ余すことなく子どもたちに力を注いでいただけたら、と思います。定期的な支援協力が難しく、時々のことになっているのが心苦しいのですが、今後もできることはご協力させていた
だきたいと思います。
・いつも応援してますよ～！
・スタッフの皆様、本当にありがとうございます。感謝しております。出来るだけ多く寄付できるように、頑張って働きます。
・がんばって下さい。無理せずに。子どもたち、家族たちが幸せになるよう祈っています。
・少額ではありますができるだけ継続してサポート出来ればと思っております。少しでも多くの子どもが笑顔でいれる様祈っています。
・末長くたずわらせていただけたら幸いです。
・活動報告を見ていると、困っている子供達への助けではなく、レクリエーションばかりなので、次回からは他の団体に寄付したいと思います。

・沢山のお母さんとお子さんを支えておられ、いつも素晴らしい活動に感激し、応援しています。

・自分に子どもができてから自然と「子どもの貧困」というキーワードが目につくようになり、どういうことなのかと気になり、代表の方の公演を聞きに行きました。何か自分にできることはないかと考えと
りあえず毎月千円の寄付を始めました。
・未来の大人 ( 子どもたち ) が希望持つ社会をつくりたいため。
・しんどい状況に置かれた子どもたちにとても大切な支援をしているから。
・必要な NPO 法人なので些少であるが役立ててほしいため。
・金銭的のみの援助活動でないところ
・子どもがみんな誰かに大切にされて、自分の価値を信じて成長してほしいと思うし、そのことに少しでも力になれたらと思うので
・設立時の問題意識や活動趣旨に共感したから
・私は現地で何も出来ませんので、CPAO を通じて子供達の幸せのお手伝いがしたいです。
・子どもの笑顔を見たい。
・まるで支援者のための、と言いたくなるような上から目線の支援ではまったくないから。そこにいる、そこにある困っている人をほっとけないと感じて、感じてしまった人たちを決して見捨てず、断罪せず、
共に関わり合い続ける。なかなかその眼差しを持ち続けるのは大変ですが、常に我が身を振り返り、省みているスタッフはスゴいです。
・社会的養護・親として、一つでもできることだから。
・今つらい人を助けることが自分にはできないので、活動している方々を通して少しでも支援できればと思って。
・母子支援
・社会貢献活動として
・理念に共感
・自身に子供がいないため
・子どもから考える活動の姿勢と、子どもとの関係づくり。子ども達をお客さまにせず、一緒に場や活動をつくっていること。活動の様子を丁寧に発信されていること。
・子供が少しでも暖かい空気を感じられたら良いなと思った。
・これだけ物があり余っている社会なのに、おなかをすかせている子供たちがいてはいけない、腹一杯食べさせてあげたいとの思いからです。
・徳丸さんの心意気に感動したから
・自分でも何かできることがあると思ったから。ちょうど勤務していた校区で朝食を提供する活動があるのを知って。
・地域に支援が必要な子どもや親を支援物資したいが、自分一人ではできない。CPAO が団体としてやってくれるのでそれを支援したい。
・講演会で、感銘を受けたから
・母子餓死事件がとても衝撃的で、何かできることはないかと思った。
・未来ある、これからの人たちに頑張ってもらいたいから。
・子供たちから学びたいからです
・この近隣の子供にはせめて幸せでいて欲しいから。
・必要なことだから
・私もシングルマザーなので、同じ境遇の子ども達に少しでも楽しく過ごしてほしいので
・子ども達の居場所作りのさらなる拡大のため
・徳丸さんが講演の中でスライドで子どもたちの紹介をして下さったのですが…その時に、寒くなったのにまだ冬服を（持っていなくて）着ていない子のことをお話しされていたので、子ども用の冬服をダンボー
ル 1 箱送らせていただきました。
・厳しい環境におられる親子を多方面から支援されている活動をいつも有り難く感じています。遠方のためボランティアでの参加も難しく、居住地域ではあまりこちらのような活動をされているところはなく、
本当に微力ですが、何らかの形で関わらせて頂きたいと思いご寄付させて頂いています。毎年送ってくださる可愛らしいカレンダーがとても楽しみです。
・活動を尊敬しているから
・CPAO を通じて少しでも子育ちをサポートしたいから
・代表者の真摯な姿に共感して

・子どもは日本の将来を担っていく宝と思うからです
・自分の育った環境から、多くの人に助けてもらって生きて来たので、少しでも将来のために子どもたちに力を貸す事ができればという思いです。
・小学生の子供が二人います。同じ年の子供たちの中に経済的理由で食事に困っていることもあるという現実をメディアを通じて知りショックを受けました。CPAO さんは身近なところからできることを始
めておられ、私も地理的に近い CPAO さんを応援することから始めようと思いました。
・大阪に住んでいるので、地元にすばらしい団体があること
・いち早く子どもの貧困に目をむけて、多彩な活動をしておられるので
・自分にできることが金銭サポートぐらいしかできないため。（少額ですみません…）
・子供は日本の宝、少しでも応援を
・子供達に少しでもごはんを食べて欲しい。食べずにがまんしている子がいることがたえられない
・現状を放っておけないから
・活動に共感
・毎週ごはん会を開くことにつきます。ごはん会の頻度を上げて欲しいです。
・重要な活動だから
・二人の子を持つ親なので、少しでも世の中の子どもたちの手助けができればと思って
・困難にあ？方々を微力でも協力したいから。
・徳丸さんのお話に心がうごきました。それと退職の時期で今年は再任用で前の職場に残りましたが、これからどうするか考え中で「何か」をさがしています。
・子どもの貧困に胸を痛めています。子どもも親も明るく楽しく安心して暮らせる時代であってほしいと願います。生活に余裕がないので少ししか協力できなくて心苦しく思います。
・次世代の子ども達の為にささやかでも「力」になりたいから
・こどもに無料でごはんやお風呂、また緊急時の食糧支援や宅食など、素晴らしい活動をされていると思うから。
・自分もシングルマザーであり、子育ての当事者だから
・社会的に弱い立場に置かれている人たちに対して、政策も人々の心も冷たいと感じる
・子どもができて子育て大変さや、シングルマザーの孤立が分かるから
・「まずはごはん！」という導入がまっとうで必要だと思うので。また、子どもたちの日常を大切にされているのが、投稿や部活動などの活動で垣間見れるので。
・当事者家族の立場での支援と社会変革への努力
・全ての子供は、幸せになる権利が有り、大人は、幸せにする義務が有ります。
・ETV でみました。必要なことだと思いました。
・物品（文具）で活用できるのであればと思い送りました。
・自分は子どもはいませんが、何か子どものために出来ることがしたいと思ったから
・ご縁がありましたので。
・女性に生まれ、出産の意志が無いことに罪悪感があります。少子化の中、誰かが頑張って生んでくださった日本の子供達には、健全に育っていただきたいです。募金をすると気持ちが楽になります。
自分にも子供がいるので、子育ての大変さは理解できるし、お金が無いと日々不安で精神的に追い詰められると子供にも当たってしまったり、悪循環。子供も大事だけど、その子たちを育てるお母さんもとっ
ても大事。双方を支えておられ、素晴らしいと思う。私は大した支援をできていないですが、いつかもっと力になりたいと頑張っています。

みなさまアンケートにご協力くださり、
ありがとうございました。



ごはん会、部活、お泊り会、遠足

宅食、子育ちサポーター

緊急サポート

ショートステイ

里親
（団体型）

高い
フルサポート

パートサポート

ニーズ

Diggin'CPAO

Support

PRAdvocacy

・ごはん会、部活、お泊り会、遠足
・宅食、子育ちサポーター（旧月１お父さん）
・緊急サポート
・ショートステイ
・里親（団体型）

・調査、研究
・政策提言

子育ちをサポート！

子どもたちが巻き込まれる
悲劇を繰り返さない

・HP,SNS,NL発信
・講演、執筆
・イベント（勉強会、視察、スタディーツアー）
・出版刊行、音楽配信
・商品開発

̃Dig&dig with fuñ

ニーズ＆ライツに応じて
パートから丸ごとサポート

一人ひとりの力を発揮する、
寄せ集める

サポート

アドボカシー ピーアール

ディッギンシーパオ

社会を変える
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平成２９年度
ＮＰＯ法人ＣＰＡＯ　決算報告と概要

平成２９年１月１日から平成２９年１２月３１日まで

合計 円 経常費用 合計 円

貸借対照表 　平成２９年１２月３１日現在　  （単位:円） 　　 活動計算書 平成２９年１月１日から平成２９年１２月３１日まで　  （単位:円） 　　

金額 金額
Ⅰ 資産の部 Ⅰ 経常収益

１． 流動資産 2,878,923 １． 受取会費 15,000

２． 固定資産 ２． 受取寄附金 10,580,515
附属設備 4,220,011 ３． 受取助成金等 450,000
一括償却資産 381,859 ４． 事業収益 1,251,897

固定資産合計 4,601,870 ５． その他収益 21
資産合計（Ａ） 7,480,793 経常収益計 12,297,433

Ⅱ 負債の部 Ⅱ 経常費用

１． 流動負債 480,827 １． 事業費 9,025,070

２． 固定負債 0 ２． 管理費 3,259,410
負債合計（Ｂ） 480,827 経常費用計 12,284,480

当期経常増減額 12,953

Ⅲ 正味財産の部

前期繰越正味財産 Ⅲ 経常外収益 0
当期正味財産増加額 12,953 Ⅳ 経常外費用 0
正味財産合計（Ｃ） 6,999,966 当期正味財産増減額 12,953
負債及び正味財産合計（Ｂ）＋（Ｃ） 7,480,793 前期繰越正味財産額 6,987,013

次期繰越正味財産額 6,999,966

（第２期）

　科目

経常収益

この決算報告は、NPO法人会計基準（2010年７月20日　2011年11月20日一部改正　NPO法人会計基準協議会）によって作成し、
当法人の監事による監査を受け、通常総会の承認を経て、大阪市へ提出した財務諸表等の抜粋です。

　科目

12,297,433 12,284,480

72.7%
11.0%

2.0%

0.3%
10.2%

3.7% 0.1% 2.5%2.2%

7.0%

6.4%

22.2%

17.7%
2.1%

11.0%
2.0%

0.3%

26.5%

当年度も多くのご支援・お心よせをいただき、収入の大半は寄付金収入と
なっています。活動計算書では、受取寄附金には無償のボランティア・無償の
物品提供の評価益を含めて計上をしておりますので、合計すると受取寄附
金は経常収益の86％以上を占めています。

■受取寄附金 内訳
寄附金収入 8,945,056円
ボランティア受入評価益 1,347,783円
物品無償提供評価益 287,676円

合計 10,580,515円

寄附金収入

ボランティア
評価益

事業収益

食材の
無償提供

本・おもちゃ等の
無償提供

受取助成金
受取会費

管理費

施設費

人件費

ボランティア
評価費用

その他の
経費

交通費・通信費

材料費・消耗品費

イベント費
くらぶ活動費里山体験費

当年度は活動維持や今後の展開に向けて、人件費と管理費の支出が増
加しました。子どもたちにとって、より安心できる居場所づくりと安定した暮らし
を提供する活動のためには、食材等の材料費・里山体験費・イベント費・くら
ぶ活動費などの支出だけでなく、家賃・水道光熱費などの施設費、活動を
支えるスタッフの人件費・運営に必要な管理費が必要です。

受け取った寄付金や助成金に支えられ、食材やさまざまな体験、居場所や
人のチカラなどに有効に使用させていただけることで、子どもの育ちをサポートし
続けられています。

大阪市から認定を受け、平成30年9月7日付けで「認定NPO法人（※）」となりました。

いつも支えてくださる支援者の皆様に心よりお礼を申し上げます。これからも活動に邁進いたしますので、末⾧いご支援・ご協力をよろしくお願い致します。

（※）認定NPO法人とは、特定非営利活動（NPO）法人のうちその運営組織及び事業活動が適正であって

公益の増進に資するものにつき一定の基準に適合したものとして、所轄庁の認定を受けた特定非営利活動（NPO）法人をいいます。

個人及び法人が認定NPO法人等に寄附を行った場合は、税制上の優遇措置が適用されます。

本・おもちゃ等の
無償提供
評価費用

食材の
無償提供
評価費用

今後の展望 決算報告と概要

会員・寄付者の方々へお礼
会員の皆様 ､ ご寄付をくださったみなさま ､ いつも本当にありがとうございます ｡
心よりお礼申し上げます ｡
 ＊ 2017 年 1 月～ 12 月までに頂戴し、公表をご了解くださった方のみ掲載させていただきます。（順不同、敬称略）
小寺 美紀／林 一孝／長田 啓子／中山 李咲／清水 鈴／野地岡 裕之／江崎 好哲／石田 太介／斉藤 修／坂本 卓己／岡野 史／松竹 泉／吉田 雅生／神戸 真紀子／木藤 素子／倉
本 優子／鑓 時太／柿本 享子／角家 年治／奥中 紀子／渡辺 裕子／浜崎 俊明／福井 宏／ KANAYAMA YUMIKO ／宮原 契子／トヨダ ケンジ／熊本 隆志／吉本 康二郎／武内 一／
橋部 正義／ TAKAMI NAOKO ／橘 智照／笠原 裕子／ニシムラ マスミ／矢野 曜子／小玉 彰／田中 美佳／松田 哲裕／小林 歩／伊達 裕史／森下 理絵／池田 健／上谷 正紀／野
村 俊明／卜田 真一郎／八木 萌子／宮本 宝子／渡辺 伸輔／立堀 尚子／加藤 由紀／山口 寛／高見 直子／中間 亜紀／山根 希美／番匠 森人／和久 易子／岡野 良則／赤松 奈津子
／大西 尚子／カネコ アツシ／西嶋 恭子／登田 祐子／池田 耕一郎／岩谷 基／阿閉 清志／松下 千鶴子／堀川 可奈子／大江 恵／吉池 毅志／万年 禮／平尾 和真／藤本 剛士／内
藤 厚介／宋 美玄／溝畑 史子／堀 要子／石橋 美生／松尾 徳大／柴崎 友香／吉本 博子／鈴木 陽子／岡部 圭子／齋藤 かおる／大隅 功／菊田 雄二／中条 映子／三原 恵美子／石
塚 礼／今井 慶哉／小林 知加子／布施 康夫／唄 美紀／寺岡 新司／朝倉 佳恵／西川 知亨／米田 佐知子／山下 功一／井 竜也／伊藤 眞吏／岡本 紀子／杉本 匡俊／岡島 隆／高尾 
健治／井上 雄支／稲塚 由美子／巽 義治／内藤 拓人／永澤 宏之／馬川 さゆり／安田 則久／町田 賢二／渕上 千鶴／荒木 洋司／川崎 なぎさ／杉 栄子／園 大志／福本 時男／橋
本 晃男／吉田 明廣／小杉 章子／レディントン 敏子／相宗 章子／林 寛人／多藝 啓隆／藤田 文／坂田 真理子／松元 法恵／比嘉 涼子／林田 七恵／田中 成雄／小林 祐介／峰地 
幹介／山崎 美穂／大和 陽子／武田 直美／横田 紀美子／楠本 哲也／高橋 ますみ／廣岡 愛子／横田 三友紀／大倉 健太郎／山本 啓介／白波瀬 達也／藤井 信英／古賀 英貴／田
代 千治／あまだ ひろこ／ミヤケ タマエ／日浦 順之／中野 英治／山西 節／春山 伸子／山田 拓司／中川 智子／岡田 久美子／竹中 万紀子・飛鳥食品株式会社・株式会社イサミ・
大阪なみはやライオンズクラブ・株式会社海翔・有限会社スクラム
◇ 2017 年度 受取助成金
・一般財団法人キユーピーみらいたまご財団「食を通した居場所づくり」　50 万円
・真如苑「Shinjo プロジェクト　市民防災・減災活動」　50 万円
・社会福祉法人大阪市生野区社会福祉協議会「生野区ふれあい事業等助成金」　5 万円
・公益財団法人損保ジャパン日本興亜福祉財団「NPO 基盤強化資金助成」　30 万円
* 本来であれば ､すべての方のお名前を記載させていただきたいのですが ､今回 ､ 希望されない方や紙面の関係もあり ､ 年間 1 万円以上の方で ､ メールアドレスがこちらで把握
できた方 ､ 掲載を了承頂いた方のみ ､ 記載させていただきました ｡ 該当しているにも関わらず ､ 記載されておられない方が ､ こちらで判明したり ､ ご連絡を頂戴しました際には ､
申し訳ございませんが ､HP 上で掲載させていただきますので ､ ご了承くださいますよう ､ よろしくお願いいたします ｡

子育ちの社会化のため、これまで CPAO くらぶを中心とした活動に軸足を置いてきましたが、全国的な子ども食堂の拡がりな
どを受け、可能な事業では他団体と連携していくことで役割を分担し、CPAO では、よりニーズが高く、増加するセーフティネッ 
トから抜け落ちる、「個別サポートが必要な子どもたち、保護者の方々」への事業を今後、展開していきたい。そのための資金集
めや、人員体制や環境づくりに次年度はチカラを入れていきたい。

◇『まずは ごはん』～ささえ合う社会へのはじめの一歩～ 
2018 年 8 月 15 日に本を出しました。
これまでの私たちの「ごはん会」を中心とした活動をまとめたものです。関わる子どもたちや、たくさんの方々
と共に、チカラを合わせつくりました。よろしければお買い求めや図書館でリクエストいただくなどしていた
だき、お読みくださるとうれしいです。



制作・企画
認定 NPO 法人　CPAO
〒 544-0004　大阪市生野区巽北 1-4-3
http://cpao0524.org
https://facebook.com/cpao0524
mail:info@cpao0524.org

＜認定 NPO 法人 CPAO 活動趣意＞

 子育ちをサポート！ 子どもには自分で育つちからがあります。そのちからを様々な原因で奪われている子どもが

います。 子どもが育つ環境をおとなや社会はどう整えることができるのでしょうか？ 私たちは周りのおとなと共

に、よりしんどい状況に置かれている子どもを中心に 「まずは、ごはん！」からつながり、みなで「子どもの育

ちをサポート」できる社会を目指し、活動を展開していきます。 CPAO ( しーぱお・C ＝ Child, 子ども・PAO= 家 )


